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オオミジンコ single-minded ホモログを介した正中線細胞の機能
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　節足動物の中枢神経系は、脳と腹神経索から構成され
ている（Loesel et al., 2002）。また腹神経索はラダー様の
構造をとっており、この構造は節足動物において広く保
存されている（Harzsch and Waloszek, 2000）。
　ショウジョウバエの腹側正中線細胞は、正常な中枢神
経系形成に必須であることが明らかとなっている。また
ショウジョウバエにおいて、正中線細胞は神経細胞とグ
リア細胞に分化することが知られており、これもまた多
足類や甲殻類において保存されている（Gerberding and 
Scholtz, 2001, Linne et al., 2012）。
　ショウジョウバエにおいて single-minded（sim）は、
正中線細胞の運命決定に必須であり、腹側正中線細胞が
形成される中外胚葉細胞にて発現する。ショウジョウバ
エの sim 変異胚において、腹神経索のラダー様の軸索パ
ターンは崩壊しており、腹側正中線細胞には神経細胞や
グリア細胞は存在しない（Thomas et al., 1988）。また、ショ

ウジョウバエ sim は、腹側神経外胚葉細胞の特異化や側
方神経細胞の分化に必須であることも知られている
（Menne et al., 1997, Chang et al., 2000）。昆虫以外の節足動
物における sim の機能解析は、甲殻亜門、軟甲類に属す
るヨコエビにて報告されている（Vargas-Vila et al., 2010）。
ヨコエビにおいて、sim は腹側正中線細胞の特異化に必
須であり、中胚葉細胞の運命決定（背腹軸形成）にも関
与していることが明らかとなっている。しかしながら、
sim が軸索形成や神経外胚葉細胞の特異化に関与してい
るかは明らかでない。
　本研究は、甲殻亜門、鰓脚類に属するオオミジンコを
用い、中枢神経系の構造、sim の発現領域や sim の機能
解析を行なった。その結果、中枢神経系形成や腹側神経
外胚葉細胞の特異化のみならず腹側細胞の正常な発生に
も重要な役割を担うことが示唆されたので報告する。
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